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筆者が赴任した 2001 年度、学部留学生 1 年生の入学時平均年齢は約 27.8 歳であり、当
時は、母国で大学や短大を卒業後、社会人を経験した後に来日する学習者が少なくなかっ
た。しかしその後 4 年間、平均年齢はほぼ 1 歳ずつ低下していき、2004 年度入学生の平


















































































































































































































































日本語Ⅱ       意見カード    ○月○日 氏名  A   











発表者 C さん コメンテーター L さん 
テーマ なぜよい子が親を殺すのか 
２ 






                       
鈴鹿国際大学紀要ＣＡＭＰＡＮＡ　Ｎｏ．１６，２００９98
資料２ 「意見カードのまとめ」の例 
                                                                                 
日本語Ⅱ            意見カードのまとめ        ○月○日 
 
☆まだ全体に物足りません。何について述べるのか明らかにした後、根拠のある意見を書
いてください。 
☆聞いてわかったこと、発表のよかったことなど、いろいろと言いたいことがある場合、
自分の意見が最後に来るようにしてください。 
 
1. Ｓさん「地球温暖化と異常気象」について 
・地球温暖化は全世界の問題である。中国の内モンゴルにおいて、地球温暖化による牧民
への影響がこれほど大きいことは、Ｓさんの発表を聞いて初めてわかった。これは内モ
ンゴルの人だけの問題ではなく、草原で雨が降らず、草が少なくなり、牧民が依存する
生活の糧が少なくなっていることに、全世界が注目し、解決していくべきである。(Ｅ) 
・Ｓさんは、地球温暖化による異常気象が牧民たちの生活を悪化させて生きている現状に
ついて述べ、身近なことから心がけ解決していくべきだと述べているが、私も同じ意見
である。地球環境の悪化は、一気に是正することは困難である。一人一人が身近な小さ
いことから心がけていく必要がある。(Ａ) 
 
2. Ｃさん「なぜよい子が親を殺すのか」について 
・親子関係について考えてみた。世の中には様々な人がおり、家庭教育もそれぞれ違う。
親は常に子どもに何かしてやるが、子どもは親からもらいっぱなしである。親の気持ち
はいつになったらわかるのだろうか。親は、子どもに親を尊敬できる気持ち、年上の者
を尊敬し、家族であることを子どもに認識させるべきである。親と友だちみたいな親子
関係が一見理想的に見えるが、親は親である。家庭環境により、友だちのように外から
は見えることもあろうが、それは珍しいケースであろう。人は自分にないもの、なかっ
たものを求める。しかし、自分が今持っているもの、自分の大事さを分かるのがもっと
大事なことであり、それが分かった時、人間としての価値がわかるのだと思う。(Ｌ) 
・親を殺した子どもが、｢自分は被害者｣という意識を持つということであるが、その意識
は十分理解できるし、また正当なものである。子どもが元々悪いわけではない。生まれ
たときは何もわからない状態で、そこから家庭の教育により、人格が形成されるのであ
る。子どもが外の世界や両親から精神的に圧力を加えられたり、そうなる要因を与えら
れたからこそ、親を殺すという考えを持つにいたったはずなのである。(Ａ) 
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